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都市の山科地区で 開始 したのであるが, この添加濃度は アメリカで行なっている量 より低 く









翌1953年 Galaganは大体年間平均気温 70oF のア リゾナ州の各地での飲料水弗素濃度と斑
状歯発症状況を調査して,既に調査されていた年間平均気温 50〇F下のアメリカ中北部地区の
調査の結果とをまとめて,それぞれの地区内の各種弗素濃度の地域弗素症指数 (Community
Fluorosislndex,爾後 CFIと略記)か らア リゾナ地区,中西北部地区に相当する2本の歯牙
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弗素症発症傾向直線を作図し,ア リゾナ地~方が ミシガン州 ･イリノイ州等アメリカ中西北部よ
り非常に低い弗素量で歯牙弗素症が発症するものは結局気温差であり,これによる飲水量の差
が弗素摂取の絶体量の差となって現われると結論して,われわれの推定の裏付けを行たった｡
次いで著者の 1人美濃口は, この Galaganの2本の傾向直線を基礎 として年間平均気温 と
CFIとの関係式ならびに傾向曲線を作図して年間平均気温 56oFの日本の近畿地区における歯
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電比色計を用いて定量 した｡
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程 度 別 躍 患 者 数**




**Deanの分糞削こ従い次のように略記する 士 :Questionable, 1:VeryMild, 2:Mild,
3:Moderate,4:Severe, 爾後の表にも同様,説明を省略する
斑状歯 (MT と表に略記)所有者は疑似症を含めて221名車51名,23%で全体 としてはそれ
ほど発育不全歯の頻度は高 くない｡ただ BanHon地区が43.9%でやや高いようである｡
次に この中か ら斑状歯学童をチェックして,その家族を訪ね,その井戸水を採水 して得た弗
素含有および水素イオソ濃度な らびにその同じ井戸水を飲んで育った者の中で検診で きた人の
敬,その中の斑状歯所有者数,その程度別の躍患者数を表 2に示す｡
その弗素含有量は最低の 0.8ppm を除いて,0.20-0.91ppm の間にある｡
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に比例 して高 くなることはな く,非常にバラツキ
が多い｡
この分散状態を図 1に示す｡
弗素の低濃度地区に非常に CFIが高 く, 一般
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表 2 採水水源別調査成績 (タイ)
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程 度 別 罷 患 者 数




















表 4 小学校学童の調査成績 (台湾)
?
区 MT躍患者数(%)
程 度 別 曜 患 者 数
± 1 2 3 4




弗素含有量は 0.19-2.29ppm と非常に幅の広い含有量を示 している｡
この結果を前項同様の 0.1ppm の階程に分けて集計 して, その各濃度におけるその地域弗
素症指数を計算して,表 6に示す結果を得た｡




表 5 採水水源別調査成績 (台湾)
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程 度 別 曜 患 者 数










































































× × × × r X
1
1 0 0 0 0.50
2 1 0 0 0.36
7 2 0 0 0.46
1
1 2 0 0 1.56













2 0 0 0
7 4 3 0
1 2 2 0
1 2 0 0
0 2 0 0









〉く × )く 〉く 〉く ×
× × × × × ! ×
0 0 0 1 0 3.00
多少のバラツキはあるが,日本,アメリカに見 られると同様に一応弗素濃度の増加にともな
い地域弗素症指数 も増 しているのが見 られる｡
なおこの成績を基礎 として最小自乗法により指数直線を計算 して Y-0.309+0.563Ⅹ を得
た｡
Galaganの得たアメリカのアリゾナ年間平均気温 70oF,中西北部年間平均気温 50oF,地区
の 2傾向直線および美濃口がこれを基礎 として算出した京都附近,年間平均気温 57.6oF,台湾
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地 域 年間平均気温 歯牙弗素症発症傾向線式
吾漂,高雄周辺 72･OoF Y-0･309+0･563Ⅹ
言メリリ享 ナ 州 70･OoF Y--0･291+1･132X
アメ リカ中北部








め地下水量の減少,流速遅延のため,降雨時に比 して弗素量の増加が見 られる｡このことか ら
一般に乾季の水中弗素量は年間平均弗素含有量に比 して高い弗素量を示すものと推定される｡
それにもかかわ らず美濃口が推定算出した年間平均気温, 78.2oF のチェンマイ附近の CFI
O･4に匹適する弗素量, 0.65ppm より, また 年間平均 気温 72oF の台南, 高雄周辺地区の
0･7ppm よりはるかに低い弗素濃変の所に CFI,0.4があるようで,台湾の実測傾向直線から
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